
地域に踏み込むはじめのいっぽ

子ども・若者を「権利の主体」として
捉えることで変わってくるものとは

5月5日はこどもの日。社会のこれからを担う子どもたちの健やかな成長は

誰もが願うところです。「子どもの権利条約」は、1989年に国連で採択された

日本は1994年に批准し四半世紀が経過していますが、残念ながら「子どもの

貧困」や、若年層の自殺率の高さ、性的搾取の問題など、子どもや若者を取り

巻く状況は望ましいものではありません。

今回のフミコムcafeでは、国内外での「子どもの権利」をベースに活動を展

開してきた甲斐田さんをゲストに迎え、子どもも大人と同様ひとりの人間とし

ての人権の主体であるということを今改めて見つめ直し、子どもにとって、そし

て大人にとってもやさしいまちづくりのために私たちに何ができるかを皆様と

交流しながら考えたいと思います。
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